
独立行政法人国立女性教育会館女性アーカイブセンターは、男女共同参画社会の形成

に顕著な業績を残した女性や女性教育・女性施策等に関する過去の記録の収集・整理・保

存・提供に取り組むとともに、さまざまな分野で「チャレンジした女性たち」を紹介する企画展示

をシリーズで開催しております。

前回の「化学と歩む」からは、パイオニアのみならず、現在活躍する方 も々紹介する「チャレ

ンジした女性たちからチャレンジする女性たちへ」として、内容を更に発展させております。

シリーズ5回目となる本展「建築と歩む」では、日本の女性建築家および建築関連分野で

活躍する専門家をご紹介します。平成23年賃金構造基本統計調査によると、建築に携わる

うえで代表的な資格である一級建築士を有し、技術的な業務に従事している女性の比率は、

全体の一割以下です。それと同時に、学校基本調査からは、土木建築工学を学ぶ女子学生

が年々増加しており、理工学系の中では女性の数が多い分野であることも読み取れます。建

築を学び、建築家の道を切り拓いた女性たちと、現在活躍している女性たち――それぞれの

実践の軌跡から、男女共同参画社会の形成をより推進するためのヒントを見つけていただき

たいと願っております。

本展に展示されている女性建築家のパイオニア6名（土浦信子・吉田文子・浜口ミホ・林雅

子・中原暢子・飯島静江）の紹介パネル、「日本の女性建築家のパイオニアたち」「PODOKO＝

ポドコ」「PODOKOの女性たち」のパネルおよびポストカード、上映するビデオとパワーポイント

は、国際女性建築家会議日本支部（UIFA JAPON）が、「未来へ―女性建築家のパイオニア

たちの肖像展」（UIFA JAPONと国際女性建築家アーカイブ（IAWA）共催）のために制作・

収集したものの一部分であり、今回の展示のために提供していただいたものです。

本展開催にあたり、UIFA JAPONをはじめ、IAWA、その他多くの方々にご協力いただきま

した。この場をお借りして深く感謝申し上げます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                 平成24年8月

独立行政法人国立女性教育会館

理　事　長　　内 海  房 子 



長谷川  逸子
1941年静岡県焼津市生まれ。
魅力的な人に出会うたびに、なりたいものが次 と々変わる
子供でしたが、高校２年生の時、隣席の友人から、父親が住
宅の設計をしており、非常に楽しそうに仕事している様子を
聞かされたことがきっかけで、建築の道を志しました。当時、
大学の建築学科は工学部にしかなく、良妻賢母を掲げてい
た高校の進路担当者に入試に反対されて登校拒否を起こし
ます。ほとんどの大学の願書提出の締切が過ぎた後、姉の紹
介で関東学院大学工学部建築学科を知り、進学することが
できました。  

大学２年生の実習授業で作った模型が、早稲田大学で開
催された学生会議の展覧会に提出され、建築家・菊竹清訓
の目に留まったことをきっかけに、京都国際会議場のコンペや
浅川アパートの設計に参加しました。松井源吾の研究室で
構造を専攻し、1964年に菊竹建築設計事務所に就職。男性
スタッフばかりのアトリエにあって、５年間休みもなく建築の設
計に没頭しました。陶芸や油絵やテニスやヨットなど、趣味を
やめても仕事をすることを楽しみました。

大規模公共建築の設計を続けるうち、自分でデザインした
家具が身近に感じられ、小さなスケールの空間を設計したいと考えるようになります。その頃建築雑誌でみた
篠原一男の考えに惹かれて、東京工業大学で学びました。篠原の＜民家はきのこ＞（きのこの菌は着手した
土地の気象や風土で独自のものとして育つ。きのこと民家も同じだ）という言葉が好きで、全国の民家を２年間
見歩きました。都市建築を設計する時も、敷地の記憶を掘り起こしながら潜在力を引き出し、土地に根付いた
建築をつくりたいと考えたのです。1971年から篠原一男研究室に勤務後、1980年に長谷川逸子・建築計画工
房株式会社を設立しました。

1986年、神奈川県藤沢市の湘南台文化センター公開コンペで最優秀賞を受賞し、日本女性で初めて大型
公共建築を手がけることになりました。

公共建築の提案にあたっては、地域の人々の生活や歴史を知るため、意見交換や具体的利用体験のワー
クショップを行い、市民参加の運営プログラムや市民の新しい繋がりの中での創造的生活の充実を目指してい
ます。＜家をつくろう＞という子どもワークショップも多数開催しています。

一つの建築が立ち上がることで、まちに次 と々賑わいが起こり、クリエイティブシティが生まれる事を目指して
います。

練馬の住宅(1986年竣工)








